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を設置
所
市
で
は
市
民
の
皆
さ
ま
の
科

閥
抗
を
考
点
、
品
開
閉
出
品
γ
i
ピ
ス
と

い
う
観
点
か
ら
民
間
淡
僕
等
畢
鴨
川
筋

毅
緩
を
導
入
し
、
昨
年
の
十
月

十
一
怪
か
ら
各
支
務
、
波
市
開
予

駅
行
政
連
絡
所
を
話
相
び
印
鑑
蜘
脱
思

議
証
問
問
、
仲
間
同
氏
菜
、
隊
出
枯
丹
時
悩

紗
本
な
ど
の
発
行
殺
し
て
お
り

ま
す
が
、
さ
ら
に
、
悶
欽
常
盤
品

油
開
天
引
式
会
駅
渓
総
統
に
も
ζ

の

談
後
を
設
け
、
七
月
」
B

・MM
良
か

ら
出
仏
閣
を
間
開
始
す
る
こ
と
に
な

9
ま
し
た
。

こ
の
淡
鰍
障
は
、
渡
綴
で
田
γ
く

中
部
閥
抗
の
後
詰
慌
の
学
を
わ
ず
ら
お

捻
る
こ
と
な
く
発
行
す
る
こ
主

f
 

A 
国

百
円
引
き
上
げ
五
百
五
十
円
に

榊
総
努
で
も
お
知
ら
せ
し
ま
し
五
十
即
日
と
俊
輔
酬
で
し
た
。
し
た

即
た
が
、
険
制
民
年
金
保
険
料
が
今

H

か
つ
て
、
受
け
取
る
年
金
も
脱
出

制
月
〈
七
月
〉
分
か
ら
一
カ
月
あ
開
酬
な
も
の
を
予
復
し
て
い
ま
し

四
た
れ
ツ
宮
田
川
副
引
き
上
げ
ら
れ
て
五
た
。

内
百
五
十
門
に
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
寿
命
が
伶
ぴ
、
入

回
線
開
民
年
金
が
発
足
し
た
滋
待
叫
に
占
め
る
滋
-
齢
者
の
制
約
り
合

閉
め
保
時
間
創
刊
は
一
カ
月
幾
何
ソ
、
夜
い
が
潟
く
な
争
、
予
が
務
を
狭

長ti;
待、て庁
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七
月
十
七
日
か
ら
使
用
開
始

が
で
き
ま
す
。

各
支
街
、
行
設
泌
総
一
欧
を
抑
制

開
削
し
て
い
た
だ
く
場
合
も
交
付

ゃ
い
受
け
た
い
申
告
殺
を
市
中
務
用
紙

に
議
き
込
ん
で
い
た
だ
き
ま
す

拡車

京聖母
a事
s }I頭
文調
を lザ

露逗
む

中
市
慾
水
道
は
現
在
第
一
次
総

援
計
一
鴎
の
然
二
年
日
開
に
入
っ
て

お
h

ツ
ま
す
。

創
設
事
裁
は
、
同
時
税
制
間
十
一

年
に
始
ま
ち
我
孫
子
地
録
、
お

よ
び
湖
北
地
貯
換
を
給
水
銭
械
と

し
て
、
昭
和
抑
留
十
六
年
二
一

R
に

初
制
摘
の
計
一
樹
な
完
了
し
て
お
ち

ま
す
。今
次
総
畿
で
は
、
当
初
の
給

水
区
域
に
含
ま
れ
て
い
な
か
っ

た
孜
孫
子
・
期
間
持
地
区
内
然
知
ほ

タパコi草子智内でかいましょう
発
す
る
主
い
う
意
絡
が
薄
れ
て

き
た
こ
と
な
Y
い
か
ら
、
者
絞
め

一
所
得
係
機
主
し
て
吋
年
金
b

に

対
ず
る
認
識
輔
が
議
ま
り
、
総
人
れ
品

の
充
実
げ
か
在
沖
り
ば
れ
る
よ
う
に

な
っ
て
き
ま
し
た
。

間
関
和
問
問
十
附
悶
年
十
一
…
n
月
の
改

廷
で
は
、
一
一
十
五
年
間
関
保
険
料

官
約
め
た
と
き
の
年
金
制
棋
を
月

五
千
円
か
ら
入
手
門
主
六
割
の

間
引
き
上
げ
、
十
年
年
金
匂
は
月

一
一
千
円
か
ら
五
千
円
と
二
倍
学

の
剖
引
き
上
げ
が
刊
行
な
わ
れ
ま
し

な
ら
び
に
布
袋
仙
崎
町
民
会
般
に
給

水
で
き
る
よ
う
計
一
綴
し
、
浅
川
初

一
点
万
人
払
如
水
卦
制
服
闘
が
八
万
人

に
、
一
日
料
品
開
水
能
匁
も
一
万
一
一

千
ヌ
万
メ
ー
ト
ル
か
ら
一
一
一
H
m間

千
立
万
メ
ー
ト
ル
に
抑
品
質
増
設

さ
れ
ま
す
。

昨
昨
年
度
は
、
県
議
談
判
知
子
l

佐
原
緩
め
総
務
柏
崎
先
か
ら
有
数

気
象
滋
債
務
総
ま
で
の
附
洲
本
管

作
設
工
務
を
計
間
関
ど
お
性
的
苅
戒

を
み
て
、
本
部
皮
は
、
一
億
五

千
万
の
楽
祭
鞘
買
を
も
っ
て
跨
成

約
淡
ま
で
の
県
滋
本
管
布
絞
工

事
と
一
務
布
袋
地
区
の
脳
出
水
管

布
設
工
事
を
予
後
し
、
早
高
齢
に

ヱ
事
着
乎
で
き
る
よ
う
機
績
を

す
す
め
て
お
静
ま
す
。

本
摺
聞
は
閣
哨
骨
悼
の
と
こ
ろ
治
下

水
夜
中
骨
で
、
創
設
で
七
本
〈
絞

殺
〉
、
第
一
次
総
開
慌
で
六
本
予

定
し
て
お
れ
ツ
ま
す
a

ま
た
、
工
事
務
行
に
あ
た
争

争
れ

ん1
凶
m
り
山
以
後
創
刊
の
引
引
き
上
げ

は
そ
m
w
k
き
に
決
め
ら
れ
て
い

た
も
の
で
、
問
問
和
利
回
十
双
年
七

月
に
今
ま
明
、
む
一
カ
月
四
百
蕊

十
仰
と
な
争
、
さ
ら
に
本
年
七

月
分
か
ら
は
五
廷
五
十
期
日
k
設

時
間
的
に
山
引
き
上
げ
ら
れ
た
わ
け

で
す
。なお
、
五
年
俸
ム
班
の
保
険
料
利

匁
一
肉
五
十
閃
と
幅
削
/
母
体
ん
附
円
分
間
保

険
制
打
一
一
…
ぽ
玄
十
月
は
、
今
ま
で

ど
お
り
で
す
。

花
火
の
季
節
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没
入
山
仁
山
山

山
山
必
死
転

少
年
野
球
大
会
組
合
せ
決
ま
る

先
に
彩
楽
し
ま
し
た
少
年
抗
野
の
東
務
ブ
ロ
ッ
ク
予
選
に
代
淡

球
大
会
的
組
み
合
わ
ぜ
が
、
次
と
し
て
-
参
加
す
る
と
み
に
な
ち

の
と
お

9
決
ま
り
ま
し
た
。
ま
す
。
な
お
、
大
会
は
七
万
ス

こ
の
湾
総
一
大
会
小
学
笠
の
務
十
開
悶
日
午
品
前
九
時
吋
か
ら
品
蛸
め
ら

で
俊
勝
し
た
チ
l
ム
は
、
来
年
れ
ま
す
。

第

r

市
首
「

時
時
時
時

9
9
2
3
 

φω
必
め

骨芽f吾
小学生のき~

ど

綴

掛

は

月脅

中予雪ミのlW

緩

772 

七
月
一
釘
付
け
で
次
の
十
八

名
が
新
規
制
球
別
殺
員
k
し
て
入

ち
ま
し
た
。

小
川
市
部
開
討
終
調
将
司
時
滋
矯

鐙
一

H
教
官
符
委
員
会
斎
藤
毅

一日
H
資
産
税
畿
大
野
正
期
中
討

資
産
税
細
部
中
村
臨
説
明
証
簡
保

年
余
、
総
魚
柏
崎
務
失
語
同
開
決
綴

錨
問
繍
同
大
級
事
常
久
喜
一
念
鎖
線

片
潟
市
押
時
下
水
泊
地
潮
飾
品
'
時
時
岬
魁

阿
陣

1
水
一
議
機
捌
組
事
務
、
新
石
発

表品同町仏
H
中
市
民
譲
渡
米
両
恥
禁

日
常
尚
氏
刺
師
小
然
性
問
H
世
間
策
課

長
井
啓
子
日
選
挙
制
回
線
委
員
会

斎
務
後
校
H
掛
端
境
綴
致
朝
郡
江

闘
相
俊
光
nn
絞
帆
制
端
部
山
口
房
子

話
会
計
制
師
会
開
問
棉
府
代
目
線
融
問

調
開
高
橋
掛
棋
院
庶
務
総

七
符
月
刊
日
付
け
で
次
の
と
お

り
人
事
災
動
が
あ
9
ま
し
た
。

〈
〉

-nは
問
鮮
明
日
柄
謬
明
、
す
。

金一機縄問
H
丹
羽
後
一
〈
樹
首
糊
明

隷
〉
庶
務
機
引
畿
烏
沢
千
代

〈
選
挙
繁
捌
珂
委
長
会
〉
帽
閉
校

事
務
郡
明
性
林
務
官
一
(
庶
務
線
v

m義
務
ド
後
辺
和
総
ハ
水
道
管

制
団
事
松
明
描
問
)
関
関
係
年
金
繰
話

火
山
孝
子
〈
紺
帆
約
期
開
V

Z
鶴
可
‘
喝
弘
庖

E
-
Z匂
‘
緬
司
正
省
、
h
-
P
&
句
、
色

EE回
4
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弘
司
&
・
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前
田
芳
訂
正
一

繍
号
線
和
総
十
七
都
小
七
吋

月
一
行
向
島
畑
一
行
広
報
る
び
こ
四

第
一
一
百
回
十
七
号
で
、
ス
目

指
掛
所
は
ほ
ど
狭
擦
が
あ
れ
ツ
ま
押

し
た
り
で
お
援
さ
せ
て
い
町

た

だ

き

ま

す

。

回

一
線
二
段
践
の
間
同
長
年
即

金
見
出
し
め
叶
免
税
の
手
吋

続
き
ょ
と
あ
争
ま
す
が
町

一
免
徐
々
乎
緩
き

i
ん
に
、
乱

ま
れ
品
、
一
一
様
ゑ
ふ
臨
柄
本
業
叫

資
金
貸
付
け
の
文
中
、
八
ぽ

行
録
数
榊
抽
出
H
A
寓
「
資
笈
十
吋

万
仰
山
」
と
あ
ち
ま
す
が
、
相

「
百
万
聞
け
い
に
釘
寂
し
、
同

お
納
部
び
い
た
し
ま
す
。
…E
 

‘l
i
l
t
t
‘t
し



っ
て
制
押
し
つ
け
る
わ
け
に
も
い

き
ま
せ
ん
か
ら
、
ま
ず
、
子
ど

ほ

も

さ

ん

に

一

円

口

の

時

間

関

制

田

哲

を

つ
〈
ら
せ
て
み
る
こ

k
で
す
。

公

と

か

く

払

悼

み

総

に

は

出

問

分

で

も

今
れ
そ
う
も
な
い
際
総
務
り
を

n
h
u
 

こ
し
ら
え
て
幾
に
見
ぜ
る
も
の

れ

で

す

が

、

?

」

ん

な

に

強

行

不

山

小

説

明

富

を

重

一

ね

十

分

理

解

し

て

い

た

だ

く

た

め

し

て

イ

キ

長

く

の

Z
S

川

を

押

す

か

、

余

り

の

ん

き

な

計

制
裁
号
の
広
報
あ
び
こ
お
よ
び
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。
ま
し
た
ら
銭
形
改
造
潮
岬
〈
織
諮
遜
淡
だ
っ
た
ら
乱
商
品
し
て
隠
さ

」
六
月
め
滋
羽
九
五
に
お
い
て
広
一
騒
な
お
宅
郷
宿
泊
以
滋
事
業
に
ワ
八
二
問
問
又
八

O
人
務
〉
へ
ど
逮
ぜ
る
と
か
し
て
、
抗
日
ら
せ
て
み

一
袋
盟
事
業
的
縦
胎
闘
を
行
な
う
賢
い
て
の
わ
か
ら
な
い
点
が
あ
ち
絡
く
に
さ
い
。
ま
し
£
う
。

一

お

知

ら

せ

し

ま

し

た

が

、

均

一

仏

‘

」

つ

勉

強

i
勉
強
-
止
、
お
勉
強

一
将
れ
れ
訪
日

f
m
m・
-
-
喜
一
護
法
結
時
計
弘
、

一
る
ま
で
霊
山
し
ま
し
た

0
2
E

鍵
燃
の
こ
と
に
も
総
か
い
限
緩

一

震

の

ひ

と

つ

に

は

、

街

夜

間

引

健

康

は

規

則

正

し

い

生

活

か

ら

が

大

切

で

す

。

一

2
3に
つ

い

て

襲

診

断

丹

き

か

く

の

休

み

な

ん

だ

一
の
憲
主
出
て
い
な
い
の
で
、

7

え
つ
い
甘
く
し
て
、
〈
ち
し

一
こ
の
絵
祭
を
待
つ
な
い
と
で
す
G

学
校
の
夏
期
体
制
械
が
間
も
な
お
す
す
め
し
ま
す
。
怒
径
の
品
ん
の
手
ズ
ム
を
は
ず
し
て

L
ま
っ

一
こ
の
火
事
象
h
k
成
功
さ
せ
る
く
や
っ
て
き
ま
す
。
市
内
の
生
か
ら
、
い
ろ
い
ろ
ご
絞
殺
も
て
は
、
ニ
予
期
に
身
に
つ
け
た

λ
た
め
に
は
、
柏
崎
区
内
傍
さ
ん
の
小
、
小
学
校
時
比
七
月
刊
一
十
一
日
ゐ

P
宜
し
主
う
が
、
ど
き
も
ん
学
校
生
活
を
く
る
わ
せ
て
、
一
…

-
a
澱
黙
が
必
要
で
す
。
今
後
主
も
か
ら
一
斉
に
薮
ル
悼
み
に
入
号
ま

l
メ
に
な
ち
が
ち
な
休
媛
中
を
山
手
細
部
に
な
っ
て
あ
わ
て
る
こ
と

F
細
か
い
税
務
会
撃
を
催
し
‘
ま
す
。
そ
れ
か
ら
ふ
た
万
一
点
く
も
仰
と
か
よ
い
方
向
に
も
っ
て
い
に
も
な
静
か
お
ま
せ
ん
G

仰向の

て
た
、
術
祭
診
掘
削
の
お
銭
が
わ
か
長
い
ル
悼
み
に
は
い
る
わ
け
で
す
っ
て
や
今
た
い
も
の
で
す
。
た
め
の
夏
休
み
だ
っ
た
の
か
:

}
る
十
月
頃
を
法
的
な
縦
齢
封
鎖
問
か
ら
、
休
み
に
な
る
輸
出
に
、
夜
そ
れ
に
は
、
や
は
れ
ソ
あ
る
制
概
観
担
任
の
先
ゑ
に
家
庭
の
く
ら
し

議
『
と
し
て
予
後
し
て
お
り
ま
す
め
伴
み
や
の
く
ら
し
方
に
つ
い
変
の
胡
脱
線
を
つ
く
っ
て
内
せ
ら
せ
を
見
す
か
さ
れ
る
よ
ち
な
ハ
メ

i
ω

で
、
総
鶴
見
当
の
提
出
向
は
、
こ
の
て
、
い
ち
ど
殺
し
い
お
母
さ
ん
な
く
て
は
な
ち
ま
せ
ん
ο
舞
曲
停
に
な
ち
ま
す
。

説
明
蜘
吋
ま
で
お
す
ら
く
だ
さ
る
よ
う
け
問
主
惑
し
合
わ
れ
る
こ
と
を
と
い
っ
て
も
鋭
が
勝
手
に
つ
く
か
わ
い
い
お
子
さ
ん
の
た
め

透
一
位
重
芸
聖
霊
聖
一
お
踊
霊
山
警
-
量
呈
量
ω

総
量
重
量
=
【
事
袋
詰
語
童
三
重
喜
一
聖
護
壁
m
g

童
=
量
歪
義
幾
重
写
一
言
z
m
E

聾蕊襲一一切量三一

-EZ蕊

広

閥

均

お

附

間

十

八

忽

僚

の

数

綴

子

求

す
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昭
和
十
一
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一
年
制
同
月
…
一
円
以
"
た

に
生
ま
れ
た
高

争
本
市
に
引
税
仲
枕
す
る
者
、
ま
た

は
泳
動
計
吋
抽
出
昭
総
附
聞
に
議
住

す
る
主
問
詰
め
る
議

曹

v
次
の
い
ず
れ
か
に
特
融
制
泊
す
る

翁
は
受
験
で
書
官
せ
ん

①
H

日
本
の
附
附
臨
時
を
有
し
な
い
者

物
材
執
務
説
脱
者
お
よ
び
地
中
然
治
産
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品
事
禁
関
以
上
の
飛
に
加
持
せ
ら
れ

ムた必川

V
受
験
挙
後
書

復
申
し
込
み
潟
紙
叶
州
、
古
市
役
所

総
務
部
秘
幾
人
事
課
で
交
付

し
ま
す

命
中
し
ゑ
み
用
紙
を
胸
部
俊
で
議

マ
申
し
込
み
弟
続
き

m
w
出
申
し
込
み
警
に
必
別
賞
な
事
項

を
自
分
で
犯
人
し
、
市
役
掛
川

秘
護
人
事
務
ヘ
提
出
叫
し
て
く

だ
さ
い

③
や
し
込
み
榊
織
に
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最
終
学
校

卒
業
総
附
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明
書
ご
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一
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検
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械
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榊
下
川
J

、
そ
れ
は
妥
バ
之
と
一
長
代
、
努
山
人
が
絞
め
て
と
い
食
べ
も
丹
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と
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司
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が
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台
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梢
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齢
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踊
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。
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潟
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は
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滋
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追
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狭
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し
た
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大
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関
十
開
け
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(
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下
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け
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数
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大
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中
ハ
欽
一
艇
二

百
円
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枚
一
緩
}
際
的

〔
こ
の
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品
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伸
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か
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吋
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入
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耐
の
た
め
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滋
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五
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用
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燃
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一
一
一
千
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け
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